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二
〇
一
五
年
度
十
二
月
例
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
山
寺
を
め
ぐ
る
道
と
山
寺
に
遺
さ
れ
た
書
物
―
地
方
の
文
化
遺
産
か
ら
見
え
る
も
の
」

要
旨

新
段
階
に
入
っ
た
山
寺
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
、
中
世
の
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
を
中
心
と
し
て
、
山
寺
で
文
書
や
仏
書
が
生
成

し
た
歴
史
を
解
明
し
つ
つ
、
史
料
が
見
出
さ
れ
た
経
緯
と
課
題
を
提
示
す
る
。
普
門
寺
は
、
経
塚
遺
物
の
出
土
地
と
し
て
し
ら
れ

て
き
た
が
、
船
形
山
の
旧
境
内
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
愛
知
県
史
編
纂
事
業
に
伴
う
文
献
調
査
を
き
っ
か
け
に
新
史
料
が
続
出
し
、

考
古
学
と
文
献
史
学
に
よ
る
山
寺
イ
メ
ー
ジ
の
再
構
築
と
い
う
研
究
潮
流
に
合
致
し
て
、
高
い
関
心
を
呼
ぶ
に
い
た
っ
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
史
料
紹
介
と
内
容
分
析
だ
け
で
な
く
、
史
料
出
現
の
経
緯
と
意
義
を
の
べ
つ
つ
、
歴
史
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
引
き

出
す
よ
う
試
み
る
。
さ
ら
に
、
高
野
山
麓
の
寺
院
を
め
ぐ
る
報
告
を
加
え
る
こ
と
で
、
山
寺
に
お
け
る
文
化
遺
産
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
た
い
。

山
寺
に
お
け
る
文
字
文
化
の
形
成
と
発
見
ー
三
河
国
普
門
寺
の
文
化
遺
産

上
川
通
夫
（
愛
知
県
立
大
学
）

か
ね
て
か
ら
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
は
、
十
二
世
紀
の
経
塚
遺
物
が
複
数
出
土
し
た
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、
船
形

山
（
標
高
約
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
南
斜
面
に
あ
る
旧
境
内
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
十
二
、
三
世
紀
の
平
場
（
人
口
造
成
の
平
坦
面
）

が
二
五
〇
箇
所
も
確
認
さ
れ
て
瞠
目
さ
れ
た
。
加
え
て
、
愛
知
県
史
編
纂
事
業
に
伴
う
文
献
調
査
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
『
豊

橋
市
史
』
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
た
古
文
書
以
外
に
、
平
安
期
の
も
の
を
含
む
古
文
書
や
聖
教
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
に

は
、
か
つ
て
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
木
札
が
複
数
見
出
さ
れ
る
な
ど
、
強
い
個
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
考
古
学
と
文
献

史
学
に
よ
る
山
寺
イ
メ
ー
ジ
の
再
構
築
と
い
う
研
究
潮
流
に
合
致
し
て
、
高
い
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
史
料
紹
介

と
内
容
分
析
だ
け
で
な
く
、
文
字
史
料
が
生
成
す
る
歴
史
的
事
情
を
考
え
、
さ
ら
に
史
料
出
現
の
経
緯
と
意
義
を
の
べ
る
。

日
本
中
世
を
対
象
と
す
る
文
献
史
学
で
は
、
一
九
八
〇
年
近
く
か
ら
寺
院
史
研
究
が
前
進
し
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
寺
院

史
料
研
究
も
開
拓
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、
普
門
寺
か
ら
の
新
出
史
料
が
い
か
に
新
し
い
研
究
進
展
を
促
し
て

い
る
か
、
よ
く
わ
か
る
。
権
門
寺
院
や
村
落
寺
院
と
い
っ
た
寺
社
勢
力
論
の
範
疇
に
納
ま
ら
な
い
里
山
寺
院
で
あ
る
こ
と
、
永
暦
二

年
（
一
一
六
一
）
起
請
木
札
な
る
古
文
書
学
・
木
簡
学
に
見
え
な
い
寺
法
を
掲
げ
て
中
世
寺
院
に
再
生
し
た
こ
と
、
印
信
を
通
じ

て
列
島
広
域
の
山
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
縁
起
や
仏
像
も
あ
り
、

説
話
文
学
研
究
等
か
ら
の
新
研
究
も
期
待
さ
れ
る
。

愛
知
県
域
に
は
、
こ
の
普
門
寺
を
一
つ
の
代
表
例
と
し
て
、
豊
富
な
文
化
遺
産
が
包
蔵
さ
れ
、
発
見
と
活
用
が
将
来
に
託
さ
れ

て
い
る
。
文
化
財
や
歴
史
遺
産
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
文
化
へ
の
視
点
を
探
る
試
み
と
し
た
い
。

普
門
寺
縁
起
を
よ
む
ー
中
世
一
山
寺
院
の
宗
教
空
間

阿
部
泰
郎
（
名
古
屋
大
学
）

愛
知
県
史
編
纂
事
業
は
、
県
内
寺
社
に
伝
来
し
、
所
蔵
す
る
文
化
遺
産
の
総
合
的
な
調
査
を
推
進
す
る
機
会
と
な
り
、
人
文

学
諸
分
野
が
連
携
し
て
新
た
な
研
究
課
題
が
提
起
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
普
門
寺
に
お
け
る
中
世
山
寺
遺
構
の
発

掘
と
文
字
史
料
を
含
む
遺
物
の
発
見
は
、
そ
の
読
解
に
よ
っ
て
、
船
形
山
の
宗
教
空
間
が
か
つ
て
有
し
て
い
た
機
能
と
歴
史
が
う
か

び
あ
が
り
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

愛
知
県
史
に
は
、
資
料
編

に
寺
社
縁
起
を
集
成
し
、
文
化
財
・
典
籍
で
は
拙
稿
「
寺
社
縁
起
の
世
界
」
で
そ
の
多
彩
な
宗
教

14

伝
承
の
一
端
を
う
か
が
い
見
た
。
中
で
も
、
三
河
に
お
け
る
山
寺
院
の
縁
起
は
、
岡
崎
の
『
滝
山
寺
縁
起
』
の
よ
う
に
、
頼
朝
と

関
わ
り
を
焦
点
と
し
て
、
そ
の
史
料
性
が
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
識
語
『
普
門
寺
縁
起
』（
略
題
）

は
、
こ
う
し
た
調
査
研
究
の
展
開
の
許
で
、
あ
ら
た
め
て
読
み
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宗
教
テ
ク
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

『
大
日
本
国
三
河
国
渥
美
郡
雲
之
谷
村
船
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
開
闢
之
縁
起
由
来
之
記
録
』
は
、
聖
武
天
皇
御
願
、
行
基

開
創
の
縁
起
に
は
じ
ま
り
、
天
台
寺
院
と
し
て
本
山
に
勝
る
隆
盛
を
誇
っ
た
が
滅
亡
し
、
源
義
朝
の
弟
で
あ
る
化
積
上
人
の
再
興

に
な
り
、
頼
朝
に
勝
利
の
奇
瑞
を
も
た
ら
し
、
後
鳥
羽
院
よ
り
院
号
を
賜
わ
る
と
い
う
、
顕
密
一
山
寺
院
の
盛
衰
と
権
力
と
の
関
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係
の
転
変
が
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
縁
起
の
言
説
を
い
か
に
読
み
と
り
、
現
在
活
発
に
進
め
ら
れ
る
当
寺
の
文
化
遺
産
の
綜
合
的
な

研
究
に
位
置
付
け
る
か
が
問
わ
れ
る
。

説
話
研
究
に
お
い
て
も
、
寺
社
縁
起
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
豊
か
な
可
能
性
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
今
あ
ら
た
め
て
注
目
を
浴

び
て
い
る
領
域
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
通
し
て
、
そ
の
進
展
に
さ
さ
や
か
な
試
み
を
加
え
た
い
。

高
野
山
を
結
界
す
る
山
林
寺
院
ー
縁
起
・
仏
像
か
ら
復
元
す
る
地
域
史

大
河
内
智
之
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
）

高
野
山
の
聖
域
は
、
空
海
に
仮
託
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
『
御
遺
告
』（
遺
告
二
十
五
箇
条
、
遺
告
諸
弟
子
等
、
遺
告
真
然
大
徳

等
）
や
『
御
手
印
縁
起
』（
広
義
で
は
「
太
政
官
符
案
并
遺
告
」、「
御
手
印
縁
起
」、「
遺
告
真
然
大
徳
等
」
か
ら
な
る
二
帖
一
通
、

狭
義
で
は
そ
の
う
ち
の
「
御
手
印
縁
起
」）
と
い
っ
た
縁
起
に
、
丹
生
都
比
売
命
か
ら
献
じ
ら
れ
た
領
地
と
し
て
、
そ
の
広
が
り
が

示
さ
れ
る
。
聖
域
の
四
至
は
「
南
限
海
、
北
限
日
本
河
、
東
限
大
日
本
国
、
西
限
応
神
山
谷
」
と
お
お
ま
か
に
区
切
る
も
の
（
遺

告
二
十
五
箇
条
ほ
か
）
と
、「
東
限
丹
生
川
上
、
南
限
当
河
南
横
峯
、
西
限
神
勾
星
川
、
北
限
吉
野
川
」
あ
る
い
は
「
官
符
所
載

四
方
高
山
／
東
高
山
摩
尼
峯

大
日
本
国
、
今
大
和
国
名
也
、
紀
伊
国
境
山
也
、
謂
丹
生
川
川
上
是
也
／
南
高
山
当
河
南
長
峯

謂
阿
手
河
南
横
岑
是
也
／
西
高
山
応
神
山
謂
神
野
山
神
勾
谷
及
生
石
岑
是
也
／
北
高
山
宇
由
峯

謂
丹
生
北
吉
野
川
南
岑
是

也
、
又
云
槙
尾
」
と
具
体
的
に
区
切
る
も
の
（
と
も
に
「
御
手
印
縁
起
」）
が
見
ら
れ
る
が
、
四
至
の
堺
に
関
す
る
文
言
は
お
お

ま
か
な
も
の
か
ら
具
体
性
を
帯
び
た
も
の
へ
と
変
化
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
縁
起
に
示
さ
れ
る
四
至
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
星
川
地
区
の
大
福
寺
と
、
隣
接
す
る
御
所
地
区
の
薬
師
寺
に
平
安
時
代
前
期
～
鎌
倉
時
代
後
期
（
九
世
紀

～
一
四
世
紀
）
の
仏
像
一
〇
躯
が
集
中
し
て
残
り
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
で
は
こ
れ
ら
の
仏
像
が
か
つ
て
星
川
村
の
感
応
山
（
カ
ン

ノ
ウ
サ
ン
）
よ
り
伝
来
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
仏
像
と
近
世
史
料
に
よ
っ
て
新
た
に
判
明
し
た
寺
院
の
痕
跡
は
、『
御
手
印
縁
起
』

西
の
堺
と
し
て
示
さ
れ
る
「
神
勾
（
カ
ン
ノ
ワ
）・
星
川
」
や
「
西
高
山
応
神
山
謂
神
野
山
神
勾
谷
」
と
い
う
情
報
と
深
く
重
な
り

あ
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
縁
起
に
示
さ
れ
た
聖
域
（
丹
生
明
神
か
ら
譲
ら
れ
た
神
領
）
の
堺
に
、
結
界
を
象
徴
的
に
示
す
拠

点
と
し
て
の
寺
院
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
、
縁
起
テ
ク
ス
ト
の
変
化
に
は
こ
う
し
た
現
地
状
況
が
反
映
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
史
叙
述
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
縁
起
や
仏
像
、
伝
承
な
ど
も
含
め
た
断
片
的
な
史
・
資
料
を
総
合
的
に
用
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
仏
像
を
通
じ
た
歴
史
叙
述
の
有
効
性
を
提
示
し
な
が
ら
、
高
野
山
麓
の
忘
れ
ら
れ
た
廃
絶
寺
院
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。


